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2.3 保全管理活動 

（1）劣化事象に関する保全管理の実施状況および保全の有効性評価の実施状況 

劣化事象に関する保全管理の実施状況については，別紙 1 に示す。 

保全の有効性評価については，定期的な評価のインプット情報の一つである「トラブル等の運転

経験」を用い，島根原子力発電所で経験した卜ラブル（不適合）を基に保全の有効性評価が実施さ

れていることを確認し，これにより島根原子力発電所の保全活動は，継続的な改善につながる活動

を行っている。 

1）トラブル情報※１(不適合情報)の抽出 

経年劣化に関する保全が有効でなかったため生じたと考えられる「トラブル情報」を抽出す

る。 

 

抽出結果：島根原子力発電所 2号機中央制御室空調換気系ダクトの腐食事象について 

 

上記のトラブル情報についての原因および再発防止策については別紙 3 に示す。 

 

※１：NUCIA(原子力施設情報公開ライブラリ)にて法令に基づき国への報告が必要となる情報とし

て区分される情報。 

 

（2）日常劣化管理に関する劣化傾向の把握 

日常劣化管理事象について、劣化の傾向を把握するため，機器の分解点検等おける点検手入れ前

データの取得および機器の運転状態における各パラメータについて，状態監視技術を適用または巡

視点検を実施することにより，劣化傾向の把握を行い，保全の有効性評価へのインプット情報とし

ている。 

また，点検手入れ前のデータの取得に関する社内文書を定め運用している。 

 

1）点検手入れ前のデータの取得 

【QMS 規程：点検手入れ前状態データ採取・評価手引書（QMS7-06-N11）】 

【保全の有効性評価結果の記録】 

劣化を回復させる作業を伴う点検を実施する機器，設定値等のずれを調整する機器および

同一機種に取り替える機器について点検手入れ前状態データを採取している。 

・機械設備関係：ポンプ，弁，機械設備(ディーゼル機関等) 

・電源設備関係：ポンプモータ(電動機)等 

 

至近の点検手入れ前のデータの取得状況および保全の有効性評価の実施状況の例を次ペー

ジに示す。 
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点検手入れ前のデータ取得状況（例） 
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保全の有効性評価の実施状況（例） 
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2）状態監視技術 

状態監視技術に関する社内文書を定め運用している。 

【QMS 規程：設備診断手順書（QMS7-06-N17）】  

【診断報告書】 

設備の状態を定量的および定性的に把握するために，以下の状態監視技術を導入・運用して

いる。 

・設備診断技術（振動診断） 

 

状態監視技術を適用した劣化傾向の把握状況について，設備診断技術（振動診断）の振動診

断報告書の例を次ページに示す。 
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振動診断報告書（例）（1/3） 
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振動診断報告書（例）（2/3） 

 

 

振動診断報告書（例）（3/3） 
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3）巡視点検（パラメータ確認等を含む） 

設備の状態を適切に監視・確認するための巡視点検を実施している。 

【QMS 規程：２号機巡視点検要領書（QMS7-02-N28） 

保修部門巡視点検手順書（QMS7-06-N18） 

２号機定期試験要領書（QMS7-02-N38）】 

【記録等】 

異常・不具合につながる兆候の確認を発電部門，保修部門のそれぞれの観点で巡視点検を実

施している。また，主要なパラメータについて定期試験時にパラメータ採取を行い，設備の異

常兆候の早期発見・トラブルの未然防止に努めている。 

 

運転パラメータの監視として，パラメータ採取を行っている定期試験結果の例を次ページに

示す。 
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定期試験結果（例） 
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計算機プログラム（解析コード）の概要 
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1．はじめに 

本資料は，解析コードについて説明するものである。 
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2．解析コードの概要 

2.1 ASHSD2-B 

対象：応力解析 

コード名 

項目 
ASHSD2-B 

開発機関 米国カリフォルニア大学およびバブコック日立（株） 

開発時期 1979 年 

使用したバージョン Ver.0 

使用目的 応力解析 

コードの概要 

本計算機コードは，有限要素法により，軸対称構造物の軸対象

および非軸対称荷重に対する応力を計算する汎用プログラムで

ある。 

荷重条件としては，内圧，差圧，軸力等の軸対称荷重のほか，

水平力，曲げモーメント等非軸対称荷重を扱うことができる。

検証（Verification） 

および 

妥当性確認（Validation） 

【検証（Verification）および妥当性確認（Validation）】 

・内圧を受ける厚肉円筒の弾性解析と，理論解との比較を行い，

解析解が理論解と一致することを確認している。 

・本解析コードは，これまで多くの既工事計画認可申請で使用

実績を有しており，妥当性は十分確認されている。 
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2.2 DORT 

対象：線量率解析，発熱量解析 

コード名 

項目 
DORT 

開発機関 米国オークリッジ国立研究所（（財）高度情報科学研究機構） 

開発時期 1988 年 

使用したバージョン DOORS3.2a バージョン 

使用目的 線量率解析，発熱量解析 

計算機コードの概要 

本計算機コードは，米国オークリッジ国立研究所で開発された，二次

元多群輸送方程式を離散座標 Sn 法で解く計算プログラムである。本計

算機コードの計算形状は，二次元形状（平板（X－Y体系），円柱（R－Z

体系，R－θ体系））であり，中性子およびガンマ線の輸送問題を解くこ

とができる。本計算機コードでは，計算形状内での中性子束及びガンマ

線束が計算され，これらに定格負荷相当年数やカーマ係数を乗じること

により中性子照射量，ガンマ線発熱量を算出することができる。 

検証（Verification） 

及び 
妥当性確認（Validation） 

【検証（Verification）】 

・計算機能が適正であることは，後述する妥当性確認の中で確認して

いる。 

・本計算機コードの運用環境について，開発機関から提示された要件

を満足していることを確認している。 

・本計算機コードは，中性子束およびガンマ線束計算を実施するコー

ドであり，計算に必要な主な条件は線源条件，幾何形状条件である。

これら計算条件が与えられれば中性子束及びガンマ線束は計算可

能であり，本計算機コードは中性子照射量解析等に適用可能であ

る。 

【妥当性確認（Validation）】 

・二次元輸送計算コード DORT と JENDL－3.3 の組み合わせによる計算

値については，JNDC(Japanese Nuclear Data Committe)においてベ

ンチマーク実験との比較検証が実施されており，鉄，クロム，ナト

リウム等の透過放射線測定において，計算値が実験値と良く再現す

ることが報告されている＊。 

・中性子照射量解析等は，上記妥当性確認内容と合致している。 

注記 ＊：Yamano N. et al., Integral Test of JENDL-3.3 with Shielding Benchmarks, 

 J. Nucl. Sci. Technol., Supplement 2, p. 841-846 (Aug. 2002) 
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2.3 HISAP 

対象：応力解析 

コード名

項目 

HISAP 

（汎用構造解析コード「SAP」のカスタマイズ） 

開発機関 米国カリフォルニア大学 

開発時期 1976 年 

使用したバージョン SAP-V 

使用目的 応力解析 

コードの概要 

計算機コード「HISAP」は，メインプログラムである汎用構造

解析コード「SAP」，配管応力評価プログラム及びそれらのイ

ンターフェースプログラムから成る計算機コードである。汎

用構造解析コード「SAP」は，任意の 3 次元形状に対し，有限

要素法により静的解析および動的解析を行い，反力，モーメ

ント，応力，固有振動数，刺激係数等を算出するプログラム

である。 

検証（Verification） 

および 

妥当性確認（Validation）

【検証（Verification）および妥当性確認（Validation）】 

・汎用構造解析コード「SAP」の検証として，汎用構造解析コ

ード（NASTRAN）を用いて，代表的な配管検討用モデルに対

する解析結果の比較を行うことによって，解析結果の妥当

性を確認した。 

・インターフェースプログラムの検証として，プログラムに

よるデータ変換処理前後の材質，質量，断面性能等の解析

条件入力及び，反力，モーメント，固有振動数等の解析結

果出力の確認を行い，入力および出力データの変換処理が

正しく行われていることを確認した。 

・配管応力評価プログラムの検証として，解析結果出力を用

いた適用規格に基づく応力計算を手計算にて行い，配管応

力評価プログラム計算結果帳票出力と比較を行うことによ

って，配管応力評価プログラムの妥当性を確認した。  
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2.4 MSC NASTRAN Ver.2005 

対象：構造解析 

コード名 

項目 
MSC NASTRAN 

開発機関 MSC.Software Corporation 

開発時期 1971 年（一般商業用リリース） 

使用したバージョン Ver.2005 

使用目的 構造解析 

コードの概要 

（汎用 3 次元構造解析コード） 

航空宇宙，機械，建築，土木などの様々な分野の構造解析に適用可

能な 3次元有限要素解析コードである。 

静的解析（線形，非線形），動的解析（線形，非線形），固有値解析，

伝熱解析，線形座屈解析等が可能である。 

検証（Verification） 

および 

妥当性確認（Validation） 

【検証（Verification）】 

本解析コードの検証の内容は，以下のとおりである。 

・構造力学分野における一般的知見により解を求めることが出来る体

系について，本解析コードを用いた解析結果と理論モデルによる理

論解の比較を行い，解析解が理論解と一致することを確認している。

・本解析コードの運用環境について，開発機関から提示された要件を

満足していることを確認している。 

【妥当性確認（Validation）】 

・本解析コードは，航空宇宙，自動車，造船，機械，土木および建築

などの様々な分野における使用実績を有しており，妥当性は十分に

確認されている。 

・検証の体系と今回の工事認可申請で使用する体系が同等であることか

ら，検証結果を持って，解析機能の妥当性も確認できる。 

・今回の工事認可申請における用途および適用範囲が上述の妥当性確

認の範囲内であることを確認している。 
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2.5 MSC NASTRAN Ver.2006r1 

対象：固有値解析，応力解析 

コード名 

項目 
MSC NASTRAN 

開発機関 MSC.Software Corporation 

開発時期 1971 年（一般商業用リリース） 

使用したバージョン Ver.2006r1 

使用目的 固有値解析，応力解析 

コードの概要 

（汎用 3 次元構造解析コード） 

航空宇宙，機械，建築，土木などの様々な分野の構造解析に適用可

能な 3次元有限要素解析コードである。 

静的解析（線形，非線形），動的解析（線形，非線形），固有値解析，

伝熱解析，線形座屈解析等が可能である。 

検証（Verification） 

および 

妥当性確認（Validation） 

【検証（Verification）】 

本解析コードの検証の内容は，以下のとおりである。 

・構造力学分野における一般的知見により解を求めることが出来る体

系について，本解析コードを用いた解析結果と理論モデルによる理

論解の比較を行い，解析解が理論解と一致することを確認している。

・本解析コードの運用環境について，開発機関から提示された要件を

満足していることを確認している。 

【妥当性確認（Validation）】 

・本解析コードは，航空宇宙，自動車，造船，機械，土木および建築

などの様々な分野における使用実績を有しており，妥当性は十分に

確認されている。 

・検証の体系と今回の工事認可申請で使用する体系が同等であることか

ら，検証結果を持って，解析機能の妥当性も確認できる。 

・今回の工事認可申請における用途および適用範囲が上述の妥当性確

認の範囲内であることを確認している。 
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2.6 SAP-Ⅳ 

対象：固有値解析，応力解析 

コード名 

項目 
SAP-Ⅳ 

開発機関 米国カリフォルニア大学 

開発時期 1973 年 

使用したバージョン 導入時バージョン 

使用目的 固有値解析，応力解析 

コードの概要 

 任意形状の三次元系の静的解析および動的解析を，有限要素法を用

いて行うもので，蒸気タービンの基礎の自重，運転時荷重および地震

力による応力計算等に用いる。 

 なお，本計算機コードは，機械工学，土木工学，航空工学等の分野

において，多くの実績を有している。 

検証（Verification） 

および 

妥当性確認（Validation） 

【検証（Verification）および妥当性確認（Validation）】 

・理論解による検証が実施されていることを確認した。 

・片持ちばりによる固定端の発生応力，はりによる固有振動数を SAP-

Ⅳによる解析結果と理論値とを比較して検討し，SAP-Ⅳによる解析

結果が妥当であることを確認した。 

・本耐震評価における構造に対し使用する要素，解析については，既

工事計画で使用された実績がある。 
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2.7 TACF 

対象：温度分布計算 

コード名 

項目 
TACF 

開発機関 バブコック日立（株） 

開発時期 1982 年 

使用したバージョン Ver.0 

使用目的 温度分布計算 

コードの概要 

本計算機コードは，有限要素法により，軸対称構造物の定常

および非定常温度分布を計算するプログラムである。 

温度分布計算は，領域を小さなメッシュに分割し，各メッシ

ュについての熱平衡方程式をたて，定常問題は弛緩法によ

り，非定常問題は微小時間でステップ毎の温度分布を順次求

める方法によっている。 

境界条件としては，強制対流熱伝達のほか，自然対流熱伝達，

輻射熱伝達等の非線型熱伝達も扱うことができる。 

検証（Verification） 

および 

妥当性確認（Validation） 

【検証（Verification）および妥当性確認（Validation）】 

・平板の一次元熱伝導の温度分布解析を行い，解析解が理論

解と一致することを確認している。 

・本解析コードは，これまで多くの既工事計画で使用実績を

有しており，妥当性は十分確認されている。 

 

 



  

別紙 2-1 

タイトル 

日常劣化管理事象以外の事象（▲）のすべての対象機器を事象毎に分類し，すべて

の機器についてこれまでの運転経験，使用条件，材料試験データおよび進展傾向が

極めて小さいと判断した理由 

説  明 

 

日常劣化管理事象以外の事象（▲）のすべての対象機器を事象毎に分類し，すべて

の機器についてこれまでの運転経験，使用条件，材料試験データおよび進展傾向が

極めて小さいと判断した理由について，添付表２－１のとおり整理した。 

 

添付２－１ 島根原子力発電所２号炉 日常劣化管理事象以外の事象 一覧表 
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式

熱
交

換
器

共
通

管
支

持
板

，
胴

腐
食

（
全

面
腐

食
）

な
し

材
質

：
炭

素
鋼

内
部

流
体

：
防

錆
剤

入
純

水
－

内
部

流
体

は
防

錆
剤

入
り

純
水

で
あ

り
，

今
後

も
使

用
条

件
が

変
わ

ら
な

い
た

め
，

腐
食

（
全

面
腐

食
）
の

発
生

す
る

可
能

性
は

小
さ

く
，

問
題

と
な

ら
な

い
。

2
U

字
管

式
熱

交
換

器

残
留

熱
除

去
熱

交
換

器
（
原

子
炉

浄
化

非
再

生
熱

交
換

器
，

原
子

炉
浄

化
補

助
熱

交
換

器
）

管
支

持
板

，
胴

腐
食

（
全

面
腐

食
）

な
し

材
質

：
炭

素
鋼

内
部

流
体

：
防

錆
剤

入
純

水
－

内
部

流
体

は
防

錆
剤

入
り

純
水

で
あ

り
，

今
後

も
使

用
条

件
が

変
わ

ら
な

い
た

め
，

腐
食

（
全

面
腐

食
）
の

発
生

す
る

可
能

性
は

小
さ

く
，

問
題

と
な

ら
な

い
。

3
容

器
原

子
炉

格
納

容
器

（
原

子
炉

格
納

容
器

）
原

子
炉

格
納

容
器

コ
ン

ク
リ

ー
ト

埋
設

部
腐

食
（
全

面
腐

食
）

な
し

材
質

：
炭

素
鋼

使
用

環
境

：
コ

ン
ク

リ
ー

ト
埋

設
－

コ
ン

ク
リ

ー
ト

埋
設

部
で

あ
り

，
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

中
性

化
に

よ
り

腐
食

が
想

定
さ

れ
る

が
，

実
機

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
中

性
化

深
さ

を
評

価
し

た
結

果
，

問
題

な
い

こ
と

を
確

認
し

て
い

る
。

4
容

器
原

子
炉

格
納

容
器

（
電

気
ペ

ネ
ト

レ
ー

シ
ョ

ン
）

共
通

ス
リ

ー
ブ

腐
食

（
全

面
腐

食
）

な
し

材
質

：
炭

素
鋼

（
塗

装
有

）
使

用
環

境
：
窒

素
（
気

中
部

）
ま

た
は

コ
ン

ク
リ

ー
ト

埋
設

（
埋

設
部

）

－

気
中

部
は

，
窒

素
環

境
で

あ
る

た
め

腐
食

が
発

生
す

る
可

能
性

は
小

さ
く
，

問
題

と
な

ら
な

い
。

埋
設

部
は

，
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

中
性

化
に

よ
り

腐
食

が
想

定
さ

れ
る

が
，

実
機

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
中

性
化

深
さ

を
評

価
し

た
結

果
，

問
題

な
い

こ
と

を
確

認
し

て
い

る
。

5
ケ

ー
ブ

ル
ト

レ
イ

，
電

線
管

共
通

内
面

お
よ

び
コ

ン
ク

リ
ー

ト
埋

設
部

腐
食

（
全

面
腐

食
）

な
し

材
質

：
炭

素
鋼

（
亜

鉛
メ

ッ
キ

処
理

有
）

使
用

場
所

：
屋

内
／

屋
外

使
用

環
境

：
空

気
（
内

面
）

ま
た

は
コ

ン
ク

リ
ー

ト
埋

設
（埋

設
部

）

－

内
面

は
，

亜
鉛

メ
ッ

キ
処

理
が

施
さ

れ
て

お
り

，
メ

ッ
キ

に
作

用
す

る
外

力
が

無
い

た
め

，
腐

食
が

発
生

す
る

可
能

性
は

小
さ

く
，

問
題

と
な

ら
な

い
。

埋
設

部
は

，
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

中
性

化
に

よ
り

腐
食

が
想

定
さ

れ
る

が
，

実
機

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
中

性
化

深
さ

を
評

価
し

た
結

果
，

問
題

な
い

こ
と

を
確

認
し

て
い

る
。

6
ケ

ー
ブ

ル
接

続
部

直
ジ

ョ
イ

ン
ト

接
続

ス
プ

ラ
イ

ス
腐

食
（
全

面
腐

食
）

な
し

材
質

：
銅

使
用

環
境

：
チ

ュ
ー

ブ
に

よ
る

密
閉

状
態

－
熱

収
縮

チ
ュ

ー
ブ

に
て

全
体

を
密

閉
し

て
い

る
こ

と
か

ら
，

腐
食

が
発

生
す

る
可

能
性

は
な

い
。

7
機

械
設

備
基

礎
ボ

ル
ト

機
器

付
基

礎
ボ

ル
ト

後
打

ち
メ

カ
ニ

カ
ル

ア
ン

カ
塗

装
部

お
よ

び
コ

ン
ク

リ
ー

ト
埋

設
部

腐
食

（
全

面
腐

食
）

な
し

材
質

：
炭

素
鋼

（
塗

装
有

）
使

用
環

境
：
空

気
（
塗

装
部

）
お

よ
び

コ
ン

ク
リ

ー
ト

埋
設

（
埋

設
部

）

基
礎

ボ
ル

ト
劣

化
調

査
：

塗
装

部
は

塗
装

が
施

さ
れ

て
お

り
，

塗
装

の
状

態
が

保
た

れ
れ

ば
腐

食
し

な
い

。
埋

設
部

は
，

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
中

性
化

に
よ

り
腐

食
が

想
定

さ
れ

る
が

，
実

機
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

中
性

化
深

さ
を

評
価

し
た

結
果

，
問

題
な

い
こ

と
を

確
認

し
て

い
る

。

8
機

械
設

備
基

礎
ボ

ル
ト

後
打

ち
ケ

ミ
カ

ル
ア

ン
カ

コ
ン

ク
リ

ー
ト

埋
設

部
腐

食
（
全

面
腐

食
）

な
し

材
質

：
炭

素
鋼

使
用

環
境

：
樹

脂
埋

設
－

後
打

ち
ケ

ミ
カ

ル
ア

ン
カ

の
コ

ン
ク

リ
ー

ト
埋

設
部

は
，

樹
脂

材
に

よ
り

覆
わ

れ
て

お
り

，
密

着
し

て
い

る
た

め
腐

食
環

境
と

な
ら

な
い

。

9
高

圧
閉

鎖
配

電
盤

共
通

埋
込

金
物

腐
食

（
全

面
腐

食
）

な
し

材
質

：
炭

素
鋼

使
用

環
境

：
コ

ン
ク

リ
ー

ト
埋

設
－

コ
ン

ク
リ

ー
ト

埋
設

部
で

あ
り

，
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

中
性

化
に

よ
り

腐
食

が
想

定
さ

れ
る

が
，

実
機

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
中

性
化

深
さ

を
評

価
し

た
結

果
，

問
題

な
い

こ
と

を
確

認
し

て
い

る
。

1
0

低
圧

閉
鎖

配
電

盤
共

通
埋

込
金

物
腐

食
（
全

面
腐

食
）

な
し

材
質

：
炭

素
鋼

使
用

環
境

：
コ

ン
ク

リ
ー

ト
埋

設
－

コ
ン

ク
リ

ー
ト

埋
設

部
で

あ
り

，
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

中
性

化
に

よ
り

腐
食

が
想

定
さ

れ
る

が
，

実
機

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
中

性
化

深
さ

を
評

価
し

た
結

果
，

問
題

な
い

こ
と

を
確

認
し

て
い

る
。

電
源

設
備

熱
交

換
器

ケ
ー

ブ
ル

N
o
.

評
価

書
経

年
劣

化
事

象
分

類
運

転
経

験
進

展
傾

向
が

極
め

て
小

さ
い

と
判

断
し

た
理

由
部

位
使

用
条

件
材

料
試

験
デ

ー
タ

等

別紙2-2



島
根

原
子

力
発

電
所

２
号

炉
　

日
常

劣
化

管
理

事
象

以
外

の
事

象
　

一
覧

表
添

付
表

２
－

１

評
価

機
器

N
o
.

評
価

書
経

年
劣

化
事

象
分

類
運

転
経

験
進

展
傾

向
が

極
め

て
小

さ
い

と
判

断
し

た
理

由
部

位
使

用
条

件
材

料
試

験
デ

ー
タ

等

1
1

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

セ
ン

タ
共

通
埋

込
金

物
腐

食
（
全

面
腐

食
）

な
し

材
質

：
炭

素
鋼

使
用

環
境

：
コ

ン
ク

リ
ー

ト
埋

設
－

コ
ン

ク
リ

ー
ト

埋
設

部
で

あ
り

，
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

中
性

化
に

よ
り

腐
食

が
想

定
さ

れ
る

が
，

実
機

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
中

性
化

深
さ

を
評

価
し

た
結

果
，

問
題

な
い

こ
と

を
確

認
し

て
い

る
。

1
2

非
常

用
ﾃ

ﾞｨ
ｰ

ｾ
ﾞﾙ

発
電

設
備

共
通

埋
込

金
物

腐
食

（
全

面
腐

食
）

な
し

材
質

：
炭

素
鋼

使
用

環
境

：
コ

ン
ク

リ
ー

ト
埋

設
－

コ
ン

ク
リ

ー
ト

埋
設

部
で

あ
り

，
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

中
性

化
に

よ
り

腐
食

が
想

定
さ

れ
る

が
，

実
機

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
中

性
化

深
さ

を
評

価
し

た
結

果
，

問
題

な
い

こ
と

を
確

認
し

て
い

る
。

1
3

M
G

セ
ッ

ト
Ｍ

Ｇ
セ

ッ
ト

埋
込

金
物

腐
食

（
全

面
腐

食
）

な
し

材
質

：
炭

素
鋼

使
用

環
境

：
コ

ン
ク

リ
ー

ト
埋

設
－

コ
ン

ク
リ

ー
ト

埋
設

部
で

あ
り

，
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

中
性

化
に

よ
り

腐
食

が
想

定
さ

れ
る

が
，

実
機

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
中

性
化

深
さ

を
評

価
し

た
結

果
，

問
題

な
い

こ
と

を
確

認
し

て
い

る
。

1
4

C
V

C
F

計
装

用
無

停
電

交
流

電
源

装
置

埋
込

金
物

腐
食

（
全

面
腐

食
）

な
し

材
質

：
炭

素
鋼

使
用

環
境

：
コ

ン
ク

リ
ー

ト
埋

設
－

コ
ン

ク
リ

ー
ト

埋
設

部
で

あ
り

，
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

中
性

化
に

よ
り

腐
食

が
想

定
さ

れ
る

が
，

実
機

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
中

性
化

深
さ

を
評

価
し

た
結

果
，

問
題

な
い

こ
と

を
確

認
し

て
い

る
。

1
5

計
装

用
分

電
盤

計
装

分
電

盤
A

-
1
1
5
 V

系
直

流
盤

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
直

流
盤

中
央

分
電

盤

埋
込

金
物

腐
食

（
全

面
腐

食
）

な
し

材
質

：
炭

素
鋼

使
用

環
境

：
コ

ン
ク

リ
ー

ト
埋

設
－

コ
ン

ク
リ

ー
ト

埋
設

部
で

あ
り

，
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

中
性

化
に

よ
り

腐
食

が
想

定
さ

れ
る

が
，

実
機

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
中

性
化

深
さ

を
評

価
し

た
結

果
，

問
題

な
い

こ
と

を
確

認
し

て
い

る
。

1
6

炉
内

構
造

物
炉

内
構

造
物

残
留

熱
除

去
系

（低
圧

注
水

系
）

配
管

（
原

子
炉

圧
力

容
器

内
部

）
ス

リ
ー

ブ
お

よ
び

フ
ラ

ン
ジ

ネ
ッ

ク
摩

耗
な

し
材

質
：
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
使

用
場

所
：
原

子
炉

圧
力

容
器

内
－

起
動

・
停

止
時

の
温

度
変

動
に

よ
っ

て
生

じ
る

相
対

変
位

に
よ

る
摺

動
回

数
が

少
な

く
，

摺
動

箇
所

表
面

を
硬

化
処

理
し

て
い

る
こ

と
か

ら
，

摩
耗

が
生

じ
る

可
能

性
は

小
さ

く
，

問
題

と
な

ら
な

い
。

1
7

計
測

制
御

設
備

計
測

装
置

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

製
の

過
流

量
阻

止
弁

，
計

装
配

管
，

継
手

お
よ

び
計

装
弁

を
有

す
る

計
測

装
置

共
通

過
流

量
阻

止
弁

，
計

装
配

管
，

継
手

，
計

装
弁

応
力

腐
食

割
れ

な
し

材
質

：
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
内

部
流

体
：
純

水
使

用
温

度
：
1
0
0
℃

未
満

－

材
料

が
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で

あ
り

，
条

件
に

よ
っ

て
は

応
力

腐
食

割
れ

が
想

定
さ

れ
る

が
，

使
用

温
度

が
1
0
0
℃

以
上

と
な

ら
な

い
た

め
，

応
力

腐
食

割
れ

が
生

じ
る

可
能

性
は

な
い

。

1
8

機
械

設
備

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
設

備
－

加
熱

器
，

再
結

合
器

，
冷

却
器

，
気

水
分

離
器

，
配

管
応

力
腐

食
割

れ
な

し

材
質

：
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
内

部
流

体
：
格

納
容

器
内

雰
囲

気
ガ

ス
使

用
温

度
：
1
0
0
℃

未
満

－

材
料

が
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で

あ
り

，
条

件
に

よ
っ

て
は

応
力

腐
食

割
れ

が
想

定
さ

れ
る

が
，

運
転

時
は

接
液

せ
ず

，
使

用
温

度
は

1
0
0
℃

以
上

と
な

ら
な

い
。

ま
た

，
定

検
時

に
接

液
環

境
と

な
る

が
，

使
用

温
度

は
1
0
0
℃

以
上

と
な

ら
な

い
た

め
，

応
力

腐
食

割
れ

が
生

じ
る

可
能

性
は

小
さ

く
，

問
題

と
な

ら
な

い
。

1
9

容
器

そ
の

他
容

器
燃

料
プ

ー
ル

本
体

お
よ

び
ゲ

ー
ト

貫
流

型
応

力
腐

食
割

れ
な

し
材

質
：
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
内

部
流

体
：
純

水
使

用
温

度
：
4
0
℃

以
下

－

材
料

が
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で

あ
り

，
塩

化
物

イ
オ

ン
に

曝
さ

れ
る

と
貫

流
型

応
力

腐
食

割
れ

が
想

定
さ

れ
る

が
，

施
工

時
に

塩
分

管
理

を
行

っ
て

お
り

，
水

質
管

理
さ

れ
た

純
水

に
接

液
し

て
い

る
こ

と
か

ら
，

貫
流

型
応

力
腐

食
割

れ
が

生
じ

る
可

能
性

は
小

さ
く
，

問
題

と
な

ら
な

い
。

2
0

容
器

そ
の

他
容

器
原

子
炉

ウ
ェ

ル
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
ラ

イ
ニ

ン
グ

貫
流

型
応

力
腐

食
割

れ
な

し
材

質
：
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
内

部
流

体
：
純

水
使

用
温

度
：
4
0
℃

以
下

－

材
料

が
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
で

あ
り

，
塩

化
物

イ
オ

ン
に

曝
さ

れ
る

と
貫

流
型

応
力

腐
食

割
れ

が
想

定
さ

れ
る

が
，

施
工

時
に

塩
分

管
理

を
行

っ
て

お
り

，
水

質
管

理
さ

れ
た

純
水

に
接

液
し

て
い

る
こ

と
か

ら
，

貫
流

型
応

力
腐

食
割

れ
が

生
じ

る
可

能
性

は
小

さ
く
，

問
題

と
な

ら
な

い
。

電
源

設
備

別紙2-3



島
根

原
子

力
発

電
所

２
号

炉
　

日
常

劣
化

管
理

事
象

以
外

の
事

象
　

一
覧

表
添

付
表

２
－

１

評
価

機
器

N
o
.

評
価

書
経

年
劣

化
事

象
分

類
運

転
経

験
進

展
傾

向
が

極
め

て
小

さ
い

と
判

断
し

た
理

由
部

位
使

用
条

件
材

料
試

験
デ

ー
タ

等

2
1

機
械

設
備

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
設

備
－

加
熱

器
，

再
結

合
器

，
冷

却
器

，
配

管
ク

リ
ー

プ
な

し
材

質
：
ス

テ
ン

レ
ス

鋼
使

用
温

度
：
約

7
1
8
℃

研
究

報
告

：
ク

リ
ー

プ
破

断
に

至
る

時
間

は
1
00

,0
0
0
時

間
以

上

使
用

条
件

の
類

似
し

た
ク

リ
ー

プ
破

断
デ

ー
タ

か
ら

，
当

該
材

質
の

当
該

温
度

で
の

ク
リ

ー
プ

破
断

に
至

る
時

間
は

10
0
,0

0
0
時

間
以

上
で

あ
り

，
機

器
の

運
転

時
間

は
こ

れ
に

対
し

て
極

め
て

短
い

た
め

，
ク

リ
ー

プ
破

断
が

生
じ

る
可

能
性

は
極

め
て

小
さ

く
，

問
題

と
な

ら
な

い
。

2
2

高
圧

閉
鎖

配
電

盤
共

通
配

線
用

遮
断

器
固

渋
な

し
使

用
場

所
：
屋

内
－

耐
熱

，
耐

揮
発

性
の

優
れ

た
グ

リ
ー

ス
を

使
用

し
て

お
り

，
屋

内
空

調
環

境
に

設
置

し
て

る
こ

と
か

ら
，

固
渋

が
発

生
す

る
可

能
性

は
小

さ
く
，

問
題

と
な

ら
な

い
。

2
3

低
圧

閉
鎖

配
電

盤
共

通
配

線
用

遮
断

器
固

渋
な

し
使

用
場

所
：
屋

内
－

耐
熱

，
耐

揮
発

性
の

優
れ

た
グ

リ
ー

ス
を

使
用

し
て

お
り

，
屋

内
空

調
環

境
に

設
置

し
て

る
こ

と
か

ら
，

固
渋

が
発

生
す

る
可

能
性

は
小

さ
く
，

問
題

と
な

ら
な

い
。

2
4

計
装

用
分

電
盤

共
通

配
線

用
遮

断
器

固
渋

な
し

使
用

場
所

：
屋

内
－

耐
熱

，
耐

揮
発

性
の

優
れ

た
グ

リ
ー

ス
を

使
用

し
て

お
り

，
屋

内
空

調
環

境
に

設
置

し
て

る
こ

と
か

ら
，

固
渋

が
発

生
す

る
可

能
性

は
小

さ
く
，

問
題

と
な

ら
な

い
。

2
5

機
械

設
備

基
礎

ボ
ル

ト
機

器
付

基
礎

ボ
ル

ト
後

打
ち

メ
カ

ニ
カ

ル
ア

ン
カ

－
付

着
力

低
下

な
し

使
用

場
所

：
屋

内
／

屋
外

引
抜

試
験

：
付

着
力

低
下

は
見

ら
れ

な
い

ひ
び

割
れ

，
腐

食
と

い
っ

た
付

着
力

低
下

を
起

こ
す

要
因

が
認

め
ら

れ
ず

，
引

抜
試

験
で

十
分

な
付

着
力

を
確

認
し

て
い

る
た

め
，

付
着

力
低

下
を

起
こ

す
可

能
性

は
小

さ
く
，

問
題

と
な

ら
な

い
。

2
6

機
械

設
備

基
礎

ボ
ル

ト
後

打
ち

ケ
ミ

カ
ル

ア
ン

カ
樹

脂
そ

の
他

劣
化

な
し

使
用

場
所

：
屋

内
／

屋
外

性
能

試
験

：
機

能
喪

失
す

る
よ

う
な

樹
脂

の
劣

化
は

見
ら

れ
な

い

使
用

環
境

に
よ

る
樹

脂
（
付

着
力

）
低

下
が

想
定

さ
れ

る
が

，
樹

脂
部

は
コ

ン
ク

リ
ー

ト
に

埋
設

さ
れ

た
状

態
で

あ
る

こ
と

か
ら

，
温

度
・
紫

外
線

の
影

響
は

受
け

に
く
い

。
ま

た
，

放
射

線
お

よ
び

水
分

付
着

の
影

響
を

確
認

す
る

試
験

に
よ

り
，

支
持

機
能

を
喪

失
す

る
よ

う
な

樹
脂

の
劣

化
が

な
い

こ
と

を
確

認
し

て
い

る
。

2
7

容
器

そ
の

他
容

器
燃

料
プ

ー
ル

使
用

済
燃

料
貯

蔵
ラ

ッ
ク

中
性

子
吸

収
能

力
低

下
な

し
－

評
価

結
果

：
4
0
年

使
用

後
の

ボ
ロ

ン
劣

化
量

10
^-

5
未

満

燃
料

ラ
ッ

ク
の

未
臨

界
性

に
つ

い
て

は
，

設
計

時
に

確
認

さ
れ

て
お

り
，

4
0
年

使
用

後
の

ボ
ロ

ン
劣

化
量

を
評

価
し

た
結

果
1
0
^-

5
未

満
と

極
め

て
小

さ
い

こ
と

が
確

認
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

，
核

的
な

減
損

は
無

視
で

き
る

ほ
ど

小
さ

く
，

中
性

子
吸

収
能

力
に

変
化

は
な

い
。

2
8

コ
ン

ク
リ

ー
ト

お
よ

び
鉄

骨
構

造
物

鉄
骨

構
造

物
排

気
筒

排
気

筒
強

度
低

下
（
金

属
疲

労
）

な
し

使
用

場
所

：
屋

外
疲

労
評

価
：
6
0
年

時
点

で
疲

労
破

壊
は

生
じ

な
い

。

風
に

よ
る

繰
返

荷
重

に
対

す
る

疲
労

評
価

の
結

果
，

6
0
年

間
の

繰
り

返
し

荷
重

を
仮

定
し

て
も

疲
労

破
壊

し
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

。

2
9

計
測

制
御

設
備

計
測

装
置

中
性

子
計

測
装

置
共

通
中

性
子

検
出

器
機

械
的

損
傷

な
し

使
用

場
所

：
屋

内
（
P

C
V

内
）

－
機

械
的

損
傷

が
生

じ
な

い
こ

と
を

確
認

し
た

照
射

量
よ

り
低

い
管

理
値

で
取

替
を

行
う

た
め

，
機

械
的

損
傷

が
生

じ
る

可
能

性
は

小
さ

く
，

問
題

と
な

ら
な

い
。

電
源

設
備

別紙2-4



島
根

原
子

力
発

電
所

２
号

炉
　

日
常

劣
化

管
理

事
象

以
外

の
事

象
　

一
覧

表
添

付
表

２
－

１

評
価

機
器

N
o
.

評
価

書
経

年
劣

化
事

象
分

類
運

転
経

験
進

展
傾

向
が

極
め

て
小

さ
い

と
判

断
し

た
理

由
部

位
使

用
条

件
材

料
試

験
デ

ー
タ

等

3
0

高
圧

ケ
ー

ブ
ル

共
通

シ
ー

ス
絶

縁
特

性
低

下
な

し
使

用
場

所
：
屋

内
／

屋
外

－

布
設

時
の

外
的

な
力

か
ら

絶
縁

材
を

守
る

も
の

で
あ

り
，

ケ
ー

ブ
ル

に
要

求
さ

れ
る

絶
縁

性
能

の
確

保
に

対
す

る
影

響
は

極
め

て
小

さ
い

。
ま

た
，

ケ
ー

ブ
ル

は
静

止
機

器
で

あ
る

た
め

，
布

設
後

に
ケ

ー
ブ

ル
の

絶
縁

を
低

下
さ

せ
る

可
能

性
は

な
い

。

3
1

低
圧

ケ
ー

ブ
ル

共
通

シ
ー

ス
絶

縁
特

性
低

下
な

し
使

用
場

所
：
屋

内
／

屋
外

－

布
設

時
の

外
的

な
力

か
ら

絶
縁

材
を

守
る

も
の

で
あ

り
，

ケ
ー

ブ
ル

に
要

求
さ

れ
る

絶
縁

性
能

の
確

保
に

対
す

る
影

響
は

極
め

て
小

さ
い

。
ま

た
，

ケ
ー

ブ
ル

は
静

止
機

器
で

あ
る

た
め

，
布

設
後

に
ケ

ー
ブ

ル
の

絶
縁

を
低

下
さ

せ
る

可
能

性
は

な
い

。

3
2

同
軸

ケ
ー

ブ
ル

共
通

シ
ー

ス
絶

縁
特

性
低

下
な

し
使

用
場

所
：
屋

内
－

布
設

時
の

外
的

な
力

か
ら

絶
縁

材
を

守
る

も
の

で
あ

り
，

ケ
ー

ブ
ル

に
要

求
さ

れ
る

絶
縁

性
能

の
確

保
に

対
す

る
影

響
は

極
め

て
小

さ
い

。
ま

た
，

ケ
ー

ブ
ル

は
静

止
機

器
で

あ
る

た
め

，
布

設
後

に
ケ

ー
ブ

ル
の

絶
縁

を
低

下
さ

せ
る

可
能

性
は

な
い

。

ケ
ー

ブ
ル

別紙2-5


